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合
併
三

ヶ
年
を
題
一
顧
し
て

長
浜
町
長

永

光
陰
は
矢
の
如
し
と
申
し
ま

す
。
長
浜
町
も
合
併
は
最
近
の

様
に
思
い
ま
す
が
満
三
ヶ
年
の

歳
月
を
数
え
る
様
に
な
り
ま
し

た。
山
訟
に
第
四
年
目
を
迎
え
る
訳

で
あ
り
ま
す
過
去
三
ヶ
年
を
振

返
っ
て
E
A
J
す
と
一
入
感
概
深

E

ゴ」

守地

発行所

愛媛県喜多郡

長漬町役場

芳

朗

事
も
一
一
掃
さ
れ
た
事
と
思
い
ま

す。
第
三
年
度
に
於
き
ま
し
て
は

緊
縮
財
政
で
参
り
ま
し
た
関
係

で
剰
余
金
が
出
来
ま
し
た
の
で

再
建
計
審
十
二
ヶ
年
を
二
ヶ
年

短
縮
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
事

は
町
民
の
皆
同
僚
の
御
理
解
あ
る

御
協
力
の
賜
で
共
に
喜
ん
で
戴

き
た
い
一
事
で
あ
る
と
存
ず
る

の
で
あ
り
ま
す
。

然
乍
緊
縮
財
政
と
申
し
ま
し

で
も
出
来
得
る
限
り
の
工
夫
を

致
し
ま
し
て
港
湾
及
び
土
木
事

業
、
教
育
施
設
、
農
業
土
木
等

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

尚
継
続
事
業
も
沢
山
あ
り
ま

す
の
で
之
等
の
仕
上
を
第
四
年

目
に
実
行
し
て
参
り
つ
h

昭
和

三
十
四
年
度
の
事
業
に
対
し
て

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
各
方
面

に
手
を
打
っ
て
参
り
新
規
事
業

の
獲
得
に
選
進
致
し
た
い
と
考

え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

岸本印刷所所ロ卯
町
は
門

い
も
の
カ
ど
い
ま
す
至
り
ま
し
た
が
員
の
的
一
土
木
工
事
其
の
他
教
育
施
設
の

合
併
初
年
度
は
日
町
村
の
事
業
一
協
カ
に
よ
り
ま
し
て
之
亦
円
満
一
整
備
等
に
つ
い
て
は
重
点
的
に

の
仕
上
げ
を
懸
命
に
能
率
的
に
一
解
決
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
一
工
夫
実
施
し
て
参
り
ま
し
て
町

進
行
L
て
参
り
合
併
五
ヶ
年
計
一
此
の
年
度
は
財
政
再
建
促
進
一
民
の
皆
様
が
不
安
に
思
わ
れ
た
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(毎月一回発行)昭和33年l月20日(ー〉 f喪主の開丁

昭和32年賀施農業工木実施状況
ト

}ー

名事業主体

長浜町

大越土地牧良区

喜多灘土地改良区

大和土地改良区

長浜町
，/ 

共 エ

N 

白滝森林組合

長浜町

施同

" 

" 
'/ 

// 

事業費

2.008 000 

677.000 

加

仰

m
m
m
m・
m
m

弧

羽

.
m羽
山

m
m
m

行

行

施

施

同

開

// 

共

共

308.000 

150.000 

300 0コ0

82.000 

120.Coo 

200.00) 

1l0.OJJ 

150.000 

50.0::0 

// 

" 

"， 

で
は
昭
和
三
十
二
年
中
の
諸

事
業
を
別
記
し
て
皆
様
の
御
参

考
に
供
し
ま
す
。
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// 

// 

50.0コ0

163.000 

7.729.00J 

ヱ種

新設

新設

新設

新設

災害復旧

災害復!日

災害復旧

災害復旧

改修

新設

新設

新設

改修

災害復旧

新設

新設

災害復旧

改修

改修

新設

名工事

出海村道

大越農道

橋立索道

穂積索道

沖浦農道

松本水路

久保田水路

柴耕地

須沢水路

大越農道

松本農道

戒川材道

出海村道

主管者

農林省

" 
// 

長浜町

農林省

長浜町

愛媛県

// 

ノ少

// 

y
y
p
'
 

ム

a

'

d

A

，

// 

" 

'" 

黒田農道ユ号

庁 2号

樫谷村道

下須戒水路

櫛生水路

峰今坊農道

2 1 件

// 

伊

" 
" 

。
// 

計ノに
口

昭和32年魚礁賓施状況

妥仏
，一

昭和32年長浜町土木工事賓施状況

請負人

村上道義

宮本 勝

尾崎運衛

尾崎運衛

清水茂俊

松山市扶桑建設

宮本 勝

清水茂俊

小西綬俊

宮本 勝

宮本 j鈴

川本梅吉

事費着工年月日

450.0二o 32.11.20 

710.0JO 22.10.14 

1.120000 32.10.:L4 

700.000 E210.14 

590.000 32.10.12 

3.792.1EO 32. 6.工

2.920.000 32.12.ユ5

350.0JO' 32.7.27 

32.10.13 

32. 3.16 

32.12.23 

32.12.23 

工名主管省

建設省

事業主体

青島漁業協同組合

沖浦j魚、業協同組合

長浜町

大和青海苔漁業協同組合

長浜沖浦漁協

出海漁業協同組合

今坊漁業協同組合

1事業費

512..442 

503.667 

203.504 

202.495 

2こJ.OOO

80.0:コ

100.OJO 

1.802.103 

種

設

ヱ
新

工事名

魚礁設置事業

主管者

農林省

// 

紗

// 

// 

'/ 

'" 

天草投石事業

青海苔投石事業

水産増殖か

ゲ (磁清掃)

水産増殖グ

7 件

// // 

" 

単

坊

計

。

国I

庁

今

ム

ロ

200.000 

400008 

// 

農林省

省

省

市
民
X
A
U
 

単
一

庁

町

が

// 

厚生

建設

農林省

建設省

" 

l

h

p

十
七
ユ
J

65.0JO 

50.0Cコ

1l.307.160 

負人

能和

茂俊

吉太郎

昭和32年公笹住宅学校建設状況

俊

和
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関
一
摘
さ
札
た
武
人

e
-
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EM
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-
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E
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F

4

1
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'

l

i

占

B
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d

長
浜
町
で
二
七
一
名

去
る
一
月
十
五
日
は
「
成
人
一
成
人
に
な
札
ば

の
日
」
で
満
二
十
才
に
な
っ
た
一
@
刑
事
法
の
上
で
は
一
人
前
の

人
々
が
そ
れ
ん
¥
祝
福
さ
れ
よ
二
人
間
と
し
て
そ
の
責
任
を
負

し

た

。

一

う

当
町
で
も
在
住
の
成
人
者
二
一
@
民
事
法
の
上
で
は
完
全
な
能

七
一
名
を
長
浜
中
学
校
講
堂
に
一
力
者
と
し
て
権
利
義
務
の
主

招
き
町
、
教
育
委
員
会
、
町
公
一
体
と
な
っ
て
く
る
。

民
舘
連
絡
協
議
会
主
催
で
成
人
一

O
選
挙
法
の
上
で
は
国
家
及
び

式
を
行
い
ま
し
た
。
一
地
方
の
政
治
に
当
る
人
々
を

尚
成
人
者
の
数
を
地
区
別
に
一
選
挙
す
る
櫓
利
と
義
務
を
持

示
せ
ば
次
の
通
り
で
す
。
っ
。 計ぷ与

Iコ

茂

ム以

月E

百青

宮

清水

門田

向上

同上

清水

宮

種 別

第一種木造五戸

同上敷地造成

第二種筒耐五戸

二戸

八戸

費着手月日

32.11. 9 

32.11. 1 

32.11. 9 

事ヱ所

来

函
に
添
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
一
特
別
措
置
に
基
い
て
地
財
法
の

参
り
尚
当
初
よ
り
問
題
に
な
っ
一
適
要
さ
れ
る
事
が
賢
明
の
策
で

て
お
り
ま
し
た
機
構
改
革
も
議
一
あ
る
と
の
御
理
解
あ
る
結
論
を

員
の
方
々
や
職
員
の
皆
様
の
絶
一
議
員
各
位
各
地
区
懇
談
会
に
於

大
な
る
御
協
力
に
よ
っ
て
円
満
一
て
お
示
し
下
さ
い
ま
し
て
議
決

解
決
し
て
参
り
ま
し
た
。
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

第
二
年
自
に
於
い
て
も
史
員
然
乍
地
財
法
の
適
用
さ
れ
て

十
名
の
整
理
の
止
む
な
き
に
立
も
順
次
一
般
土
木
事
業
、
農
業

職

犠

性

工事

大越川護惇復旧

黒田地区道路復旧

青島漁港堤防復旧

青島減港護岸根回

喜多灘漁港突堤復旧

出海地区簡易上水道新設

長浜地区下水道新設

出海漁港i変漆工事

今坂海岸堤防法国

町道喜多灘白滝援改良工善玉

県道郡中長浜線開潜改良

県道八幡浜長浜線側溝改良

工2ケ所

'" 
可・ " 

32.11.工

6.570.000 

32.10.10 7.020.00) 

// 

同敷地造成

6 ケ所

中学校鉄筋ゴシクリート

ケ所

ケ所

'" 

建設場

小仁久

岡上

豊茂

出海

沖滞

青
年
よ
大
義
に
生
き
よ

(
成
人
式
町
長
告
示
)

よ
っ
て
合
併
し
た
の
で
あ
り
ま

す。
比
の
法
律
の
中
に
「
合
併
し

た
住
民
は
相
互
に
融
和
し
一
つ

の
地
方
公
共
団
体
た
る
自
覚
を

以
っ
て
進
ん
で
其
の
負
担
を
分

任
し
て
合
併
町
村
の
建
設
に
当

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言

っ
て
居
り
ま
す
。

つ
ま
り
比
の
事
は
、
合
併
し

た
六
ケ
町
村
の
人
々
が
新
し
く

一
つ
に
な
っ
た
の
だ
と
言
う
事

を
感
情
的
に
も
怠
識
的
に
も
身

を
以
っ
て
受
継
い
で
頂
か
ね
ば

な
ら
な
い
事
な
の
で
あ
り
ま
す

合
併
と
言
う
事
が
.
単
に
形

式
的
に
一
行
政
区
域
が
拡
が
っ
た

本
日
は
新
長
浜
町
4

が
発
足
し

ま
し
て
第
四
回
目
の
「
成
人
の

日
」
で
あ
り
ま
す
@

皆
さ
P
U
お
目
出
度
う
。
比
の

お
目
出
度
い
日
に
私
は
長
浜
町

長
と
し
て
二
つ
の
事
を
諸
君
に

お
願
い
し
て
私
の
御
挨
拶
に
か

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
第
一
に
申
し
主
け
た
い

一
事
は
合
併
し
ま
し
た
六
ケ
町
村

一
の
油
田
憶
が
身
も
心
も
一
体
と
な

一
っ
て
、
新
し
い
大
長
浜
町
の
建

一
一
設
に
努
力
し
て
頂
品
寸
た
い
と
云

一
ラ
事
で
あ
り
ま
す
。

抑
々
比
の
新
長
浜
町
は
、
皆

様
も
御
承
知
の
通
り
「
町
村
合

併
促
進
法
」
と
称
す
る
法
律
に

0'  

与

計

青島

計

〆与
CJ 

一

= 

長
浜
地
区

喜
多
灘
。

沖
浦
庁

須
沢
グ

櫛
生
庁

青
島
ゲ

出
海
グ

豊
茂
。

相
生
P

戒
川
申

紫

庁

白
滝
庁

と
き
口
う
事
だ
け
で
は
い
け
な
い

の
で
あ
り
ま
し
て
比
の
大
き
く

拡
が
っ
た
自
然
と
ん
と
に
統
一

き
れ
た
新
し
い
血
を
通
わ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

す。
品
目
か
ら
「
十
人
十
色
」
と
申

し
ま
す
様
に
、
人
そ
れ
ん
に
に

物
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
り
ま

し
て
色
々
と
違
っ
た
特
性
を
持

っ
て
居
る
者
で
あ
り
ま
す
。

之
と
同
様
に
合
併
町
村
に
於

て
も
、
そ
れ
ん
¥
の
人
情
が
あ

り
戎
は
特
別
な
風
習
と
か
環
境

に
よ
っ
て
冥
っ
た
物
の
見
方
や

考
え
方
が
あ
り
ま
し
て
、
其
利

害
関
係
を
全
く
全
じ
う
し
て
居

る
と
は
忠
わ
れ
ま
せ
ん
。
約
六

十
年
も
の
問
田
町
村
は
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
地
方
自
治
体
と
し

~brli 
13..590.000 

果的主にう必と負社るす併り非ま分志遠出 な時ともつの其
をを義イカ云要かけ会次ののま常し解各をさ比いにか、てで々
招見」きうな対たの第で根すにて決位始れのの消競所ーあ町
く失にま心の抗く進な主主本が感、ののめま事で滅争謂つり村
事い陥す理で;意な歩のに問、設i私一御としはあす心部のま行
に大っと状あ識い発で改題比しと途努した・りると落白す政
な局て所態りとと展あめとのてしを力各旧了各まとか的治かを
らを、謂がま言言にりて考事居ま辿に地会地すはがな体ら行
な誤合「悪すううはま申えはるしつよ区議区。考合対と合つ
いま併縄いがも競他すしら山了所てて灼の員か え併立な併て
とすの張方、の争人勿上れ村ではお大御さら らと意つに来
も給自り面こは心に論げま合応、り部有ん選 れ同識てよた

そ使考さ をさ図 をこ事たしめてなんう果
といえれ正産れのど私かがとく正にも然のこ。通とど
にな方たしむる下のはで出えなし伐私もでの り言の
あんを試いに限に様疑何来私さいく達こす社 にう様
つらしみ目途り 、ない等な逮れ考事はの。会 すもな
たか問で標いそ正仕まかいがたえが俸複 は るの人
な悪違もをなれし事せのに比仕の出大雑 余 事をで
らいつ、目いはいもん実しの事も来なな り は、も
ばたた間指のよ手正。をて目はとる仕社 に 出自物
自く手違しでト段し 結もですにの事会 も 釆分事
的み段ってす結でい ぷ、見べ、でのに複 まのの
{そがをたな。果な意 事~.るて正すた於雑 せ恩給

セ計

で
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
も
の
に
な

り
誤
り
に
陥
る
事
に
な
る
で
し

ょ
う
。

限
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
皆
さ
ん
は
、
そ
の
若
さ

と
純
心
さ
と
に
於
て
共
通
の
基

盤
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

し
て
、
皆
さ
ん
は
そ
の
一
人
一

人
が
次
の
世
代
を
背
負
っ
て
立

つ
新
し
い
長
浜
町
の
住
民
な
の

で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
今
回

の
町
村
合
併
の
目
的
を
真
に
理

解
し
て
頂
き
皆
さ
ん
の
年
令
的

に
共
通
し
た
物
の
見
方
な
り
考

え
方
か
ら
溜
奏
さ
れ
た
強
い
団

結
心
と
友
愛
の
精
神
を
以
っ
て

大
長
浜
町
建
設
の
大
な
る
推
進

カ
と
な
る
事
を
強
く
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
皆
さ
ん
に
望
台
事
は
「

青
年
よ
大
義
に
生
き
よ
」
と
言

う
事
で
あ
り
ま
す
、
皆
さ
ん
皆

さ
ん
は
人
生
の
目
的
は
何
か
人

生
の
喜
び
と
は
何
か
と
一
言
う
問

題
を
考
え
ら
れ
た
事
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
事
に
対
し
て
私
の
様
な

者
が
解
答
を
与
え
る
事
は
大
変

む
つ
か
し
い
の
で
す
が
然
し
こ

う
言
う
事
は
言
う
事
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。

-
つ
の
偉
大
な
目
的
に
自
分

を
結
び
つ
け
全
身
全
霊
を
そ
れ

に
傾
注
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す

偉
大
な
目
的
を
実
現
す
る
為
に

は
利
己
的
な
気
持
も
つ
ま
ら
な

い
不
平
も
泣
き
事
も
忘
れ
全
て

の
困
難
を
お
か
し
て
努
力
す
る

事
で
あ
り
ま
す
、
そ
し
て
カ
を

使
い
尽
し
、
た
と
え
其
の
身
は

捨
て
ら
れ
又
如
何
よ
う
な
迫
害

を
う
け
よ
う
共
、
そ
ん
な
事
は

大
し
た
問
題
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

比
事
は
、
目
的
と
手
段
と
に

つ
い
て
の
原
別
で
あ
り
、
そ
し

て
真
理
な
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
常
に
正
し
い
手
段
を

採
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

目
標
が
正
し
い
か
ら
と
言
て

、
間
違
っ
た
手
段
を
正
当
化
す

る
事
は
厳
に
慎
し
む
べ
き
で
あ

り
ま
す
「
目
的
の
為
に
は
手
段

を
選
ば
ず
」
と
一
言
う
様
な
言
葉

は
、
既
に
過
去
の
旧
い
言
葉
で

あ
り
道
徳
的
な
惑
だ
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

「
青
年
よ
大
義
に
生
き
よ
」

と
私
は
申
し
ま
し
た
。

即
ち
皆
さ
ん
は
、
人
聞
の
踏

み
行
う
べ
き
重
大
な
道
筋
を
生

か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す。
以
上
甚
だ
抽
象
的
な
駄
排
を

ろ
う
し
ま
し
た
が
、
私
の
意
の

あ
る
所
を
酌
ん
で
頂
き
度
く
存

じ
ま
す
。

皆
さ
ん
兎
に
角
、
お
目
出
度

私
も
ま
だ
若
い
青
年
で
す
お
互

い
に
が
っ
ち
り
と
腕
を
組
み
胸

を
張
っ
て
大
い
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
の皆
さ
ん
の
御
健
康
を
衷
心
よ

り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

八
O
名

二
三
名

一
九
名
五
名

二
四
名
六
名

二
八
名

一
四
名

二
五
名
一O
名

一
一
名

二
六
名

t
i
k
f
k
A
f
r

ふ

何?

、

一、
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じ
い
け
れ
ど
も
取
量
を
最
も
支
配
ご
面
隔
年
結
果
及
び
牧
量
の
低

ず
る
花
芽
の
分
化
は
一
月
中
旬
一
下
は
密
植
に
起
因
し
て
居
る

よ
り
既
に
其
の
準
備
期
に
入
り
一
所
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

今
月
の
中
旬
に
は
本
格
的
な
分
一
了
度
今
年
は
結
果
母
校
も
か
な

化
期
に
入
り
ま
す
。
一
り
着
い
て
お
り
間
伐
に
は
好
適

発
芽
、
根
の
伸
長
に
先
立
つ
一
で
あ
る
。

ヘ齢
J

琵

四

日

)

か

ら

分

け

つ

最

盛

期

に

一

て

根

が

充

分

に

伸

長

す

る

べ

く

一

方

法

f

煙
ゴ
ヨ
入
る
か
ら
其
の
富
島
町
即
ち
上
旬
一
土
壌
改
良
(
深
耕
、
敷
草
、
有
一
間
伐
は
歪
恒
例
の
片
方
を
切

管
理
一
に
窒
素
(
N
)
賀
肥
料
の
追
肥
一
機
物
の
埋
込
)
を
行
う
事
も
大
一
り
樹
に
明
隔
宏
持
た
し
受
光
景

一
月
上
旬
に
始
っ
た
麦
の
分
一
を
す
る
宅
か
増
収
上
効
果
が
高
一
切
で
あ
る
が
密
同
組
閣
の
間
伐
も
-
を
増
大
さ
す
の
が
目
的
で
あ
る

葉
一
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
一
い
又
基
肥
に
燐
酸
「
P
)
加
豆
一
又
必
ず
宗
行
し
て
い
た
ど
き
た
一
ヵ
、
樹
勢
の
強
弱
、
天
牛
一

J

た

が

立

春

か

ら

二

月

中

旬

頃

ま

一

一

、

。

一

脂

病

、

橋

腐

病

の

被

害

松

E
印

一
(
K
)
肥

料

の

施

し

て

な

い

も

一

し

一

で
が
分
譲
の
最
盛
期
と
な
っ
て
一
の
も
早
急
に
施
胤
す
る
事
が
望
一
一
、
深
耕
作
業
一
種
系
統
の
優
劣
等
が
あ
っ
て
な

お

り

ま

す

。

干

し

い

。

一

時

期

一

か

YEt--¥
思
う
様
に
は
実
施
出
来

一
月
二
月
と
き
口
う
と
気
温
の
最
一

V
病
害
中
の
防
除
一
上
部
の
発
育
庇
盛
時
の
深
部
一
な
い
が
其
れ
だ
け
に
充
分
下
調

も
低
い
時
期
で
あ
り
日
照
時
間
一
一
赤
ダ
ニ
一
は
樹
の
生
理
を
害
し
、
又
反
面
一
査
を
行
い
礼
を
つ
け
て
お
き
計

も
短
か
く
、
日
射
も
弱
い
の
で
一
二
月
末
頃
か
ら
処
々
集
団
的
一
極
端
に
低
温
時
の
深
昔
述
書
一
画
あ
い
Q

間
伐
を
実
施
す
る
の
が

麦
の
生
宝
仙
静
止
の
状
態
で
伸
一
に
葉
が
黄
色
と
な
り
恰
も
寒
害
一
に
よ
る
(
凍
一
肩
書
)
落
葉
が
大
一
よ
い
ロ

長
は
進
ま
な
い
様
に
見
受
け
ら
一
を
受
け
た
か
の
様
な
状
態
に
な
一
き
い
の
で
今
月
が
一
番
通
期
と
一
(
無
計
蓄
な
間
伐
は
土
地
利
用

れ

ま

す

が

今

は

根

張

り

の

最

盛

一

!

一

な

る

。

一

よ

極

め

て

一

少

利

を

招

く

の

で

充

:

分

援

の

最

盛

期

に

は

い

つ

一

っ

て

い

る

所

は

多

く

は

ダ

一

一

の

一

一

分

計

蓄

の

上

実

施

す

る

事

)

一

被

害

で

注

意

し

て

見

る

と

根

元

一

方

法

一

t
心
事
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
一
の
方
に
粟
粒
位
の
紫
色
を
し
た
一
一
度
に
全
闘
を
実
施
す
る
事
一
間
伐
は
極
端
な
密
植
の
場
合

せ
ん
。
一
無
数
の
ダ
ニ
が
居
り
ま
す
、
冬
一
は
労
力
的
に
不
経
済
及
び
極
度
一
は
直
ち
に
間
伐
を
行
う
が
、
そ

で
は
冬
期
の
肥
培
答
品
の
重
一
期
乾
燥
し
ゃ
ず
い
海
岸
の
畑
地
一
の
断
根
は
樹
の
生
理
を
害
す
る
一
う
で
な
い
場
合
は
順
次
切
り
縮

点

は

一

に

多

く

発

生

し

ま

ず

か

ら

注

意

一

か

ら

か

ら

四

t
五
年
計
書
で
間
一
め
て
行
く
計
書
的
短
縮
問
一
性

的

信

用

二

回

の

中

耕

一

し

て

下

さ

ぃ

。

一

を

中

心

に

ず

っ

と

外

に

向

っ

て

τ
!三
年
実
施
し
て
か
ら
間
百

冬
の
中
宮
山
地
中
え
温
度
ゃ
一
防
ぎ
万
一
実
施
れ
る
(
根
の
伸
長
方
向
)
一
を
行
う
。

酸
素
を
供
給
し
徴
生
物
の
活
動
一
こ
の
虫
は
B
H
C
の
効
果
が
一
方
法
に
は
書
様
式
と
タ
コ
ツ
-
三
石
灰
の
施
用

や
風
化
作
用
が
良
く
行
わ
れ
地
一
顕
著
で
あ
り
ま
ず
か
ら
早
期
に
一
ボ
式
が
あ
る
が
排
水
良
好
な
所
一
果
実
の
品
質
向
上
の
為
年
二

カ
を
増
進
し
根
の
発
育
を
接
ん
一
発
生
を
発
見
し
て
一
労
の
粉
剤
一
で
は
従
、
境
深
さ
共
に
三
尺
一
回
石
灰
を
路
用
す
る
。
第
一
回

に
し
、
肥
料
の
吸
墜
事
を
増
山
一
か

k
日
剤
で
あ
れ
ば

O
、
。
二
位
の
穴
を
一
本
に
一
ケ
所
位
の
一
は
春
肥
を
施
、
す
前
の
二
月
に
施

生
育
及
び
分
薬
促
進
の
効
果
力
一

Mm

針
Mm
の
水
和
剤
で
あ
れ
ば
一
割
合
で
堀
町
二
反
対
に
排
水
不
一
し
土
援
の
改
良
、
肥
料
の
吸
政

大
き
い
か
ら
土
が
乾
い
た
時
三
水
一
斗
に
約
十
匁
)
液
ー
を
撒
布
一
良
の
所
で
は
巾
三
尺
、
深
さ
三
一
を
良
好
な
ら
し
め
る
事
(
春
肥

見
計
ら
っ
て
成
る
べ
く
暖
い
日
一
し
て
下
さ
い
。
一
尺
の
誓
援
を
樹
二
本
並
び
に
一
一
を
施
す
三
十
日
前
。
遅
く
な
る

J
t聞
け

ド

一

⑮

果

樹

一

」

認

可

っ

て

行

く

。

一

比

一

時

的

制

誌

は

ほ

サ

く

な

一
月
は
分
け
つ
の
速
度
が
極
-
柑
橘
樹
は
未
だ
休
暇
期
閣
に
一
本
町
の
栽
培
技
衛
の
進
歩
は
一
尚
現
在
マ
グ
ネ

ν
ュ
l
ム
の

め
て
低
か
っ
た
が
立
春
(
二
月
一
あ
り
樹
液
の
流
動
は
殆
ん
ど
な
一
相
当
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
一
施
用
が
盛
ん
に
言
わ
れ
て
お
り
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に

二

名

入

賞

ら

松

山

或

い

は

大

洲

方

面

へ

子

高

稜

進

学

の

し

お

り

一

て

本

年

度

第

三

回

県

下

共

通

供

引

や

り

後

で

き

て

悔

ん

で

一

模

擬

テ

ス

ト

ハ

る

実

例

も

ま

L

あ
る
が
こ
う

地

元

の

学

校

を

も

り

た

て

よ

う

一

ム

国

語

、

数

学

、

英

語

三

科

目

い

た

実

態

を

よ

く

見

極

め

、

今

一

一

総

合

個

人

成

績

第

十

位

ま

で

年

は

こ

の

様

な

こ

と

の

な

い

様

長
浜
高
校
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
一
そ
の
他
セ
名
、
合
計
三
十
五
名
一
の
内
第
二
位
、
第
四
位
、
第
ど
う
す
β
警
か
真
に
子
供
の
幸

入
試
ν

|
ズ
γ
を
間
近
か
に
二
合
格
率
八
十
五
Mm
の
一
高
率
を
一

町
内
の
各
中
学
校
或
い
は
ず
同
校
一
一
示
し
、
更
に
み
年
度
の
県
下
各
一
十
位
と
三
名
入
賞
福
で
あ
る
か
を
慎
重
に
考
慮
し

進
学
の
子
弟
を
持
つ
各
家
庭
で
一
種
学
カ
テ
ス
ト
に
於
て
も
県
下
一
因
み
に
同
校
に
は
就
職
、
家
た
い
も
の
で
ら
る
。

は
特
に
今
年
か
ら
通
学
区
域
外
一
の
所
謂
一
流
校
に
伍
し
て
決
し
一
庭
、
進
学
の
三
コ

l
ス
が
あ
り
最
後
に
同
校
の
教
育
目
標
を

の
一
部
入
学
が
認
め
ら
れ
る
事
一
て
遜
色
の
な
い
堂
々
た
る
好
成
一
庄
定
夫
々
の
進
路
志
望
に
応
じ
掲
げ
て
こ
の
稿
を
終
ろ
う
。

な
っ
た
の
だ
学
校
の
選
捧
そ
一
績
を
攻
め
て
い
る
。
一

の

他

で

色

々

と

頭

を

悩

ま

し

て

一

即

ち

一

得

る

様

な

仕

組

に

な

っ

て

い

る

教

育

目

標

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
号
で
一
一
、
郡
内
三
校
学
カ
テ
ス
ト
コ
一
何
と
言
っ
て
も
地
元
の
学
校
て
学
力
基
礎
を
充
実
し
ょ

は

地

元

の

高

等

学

校

で

あ

る

長

一

シ

ク

ー

ル

一

は

地

元

の

強

カ

な

支

持

後

援

が

う

浜
高
校
最
近
の
歩
み
の
一
部
を
-
ム
国
語
数
学
英
語
三
科
共
学
校
一
な
く
て
は
正
常
な
発
展
を
期
待
一
、
親
和
争
い
を
や
め
手
を

紹
介
し
て
大
方
の
参
考
に
供
し
一
平
均
成
績
第
一
位
一
し
且
?
、
の
で
あ
〕
同
校
で
は
と
り
合
っ
て
行
こ
う

一
ム
個
人
総
合
成
績
、
策
十
位
ま
一

T
し

i

長
浜
高
校
を
も
り
た
て
よ
う
一
で
の
内
一
位
、
二
位
、
四
佼
一
特
に
そ
の
辺
に
つ
い
て
の
全
町
一
、
賀
美
本
気
で
考
え
て
み

と
い
う
地
元
の
熱
意
に
応
え
同
一
五
位
、
十
位
獲
得
一
民
の
潔
い
理
解
と
協
力
を
要
請
ゼ

校

で

は

特

に

学

力

の

充

実

に

力

士

，

第

六

回

県

下

高

校

突

語

学

一

し

て

い

る

。

一

、

礼

節

形

を

E
し
心
を
美

を

注

い

で

来

た

が

、

こ

の

数

年

一

コ

シ

テ

ス

ト

一

し

く

し

よ

う

来
そ
の
成
果
に
は
ま
こ
と
に
日
一
ム
チ

l
ム
成
績
県
下
全
高
校
一
な
を
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
、
公
徳
心
環
境
を
よ
く
し

覚

し

い

も

の

が

ら

る

。

一

五

十

テ

I
ム
の
う
ち
第
十
二
一
従
来
や
L
も

す

れ

ば

単

な

る

名

ょ

う

即
ち
昭
和
三
十
二
年
度
の
大
一
位
(
因
み
に
点
差
は
第
一
位
一

一

一

門

校

と

い

う

美

名

に

あ

こ

が

れ

学
進
学
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
一
よ
り
極
め
て
僅
少
で
あ
る
)
一

国
立
九
名
、
公
私
立
十
八
名
、
一
ム
個
人
成
績
、
第
四
、
J

第
五
位
一
或
い
は
む
し
ろ
親
の
鹿
栄
心
か

(二)

一
一
月
農
林
作
業

{'t 
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そ二、るのは れに程(真事月すが、施魚す量約てて海を

E宇

J 

、マー-

(
議
会
事
務
局
便
り
)

町
議
会
議
員

黒
川
時
谷
氏
の
死
を
悼
む

d 

れ
を
乾
燥
し
て
組
合
に
集
荷
さ

れ
、
組
合
で
は
更
に
阪
神
、
東

京
方
面
の
業
者
へ
協
同
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す

其
の
採
取
最
盛
期
は
、
ま
だ
肌

寒
い
二
三
月
に
、
パ
ス
や
汽
車

か
ら
度
々
見
受
け
ら
れ
る
干
潮

時
の
肱
川
で
、
老
い
も
芳
き
も

手
に
手
に
筏
を
以
っ
て
、
し
ゃ

が
ん
で
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る

約
半
年
前
.
入
念
に
布
設
さ
れ

た
栗
わ
に
、
次
々
と
苔
が
蒼
生

し
、
一
面
濃
緑
を
呈
す
る
こ
の

時
期
を
、
組
合
長
を
始
め
全

組
合
員
が
、
早
く
か
ら
待
ち
わ

び
て
、
毎
年
の
増
殖
施
設
事
業

に
熱
が
人
っ
て
来
て
い
る
、
最

近
で
は
こ
の
苔
に
、
野
菜
や
米

麦
に
施
用
さ
れ
る
尿
索
、
硫
安

が
施
さ
れ
、
一
一
層
困
問
屋
に
カ
が

加
え
ら
れ
、
同
時
に
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
中
々
こ
れ
に
は

技
術
を
要
し
失
敗
す
る
と
、
全

部
の
苔
を
枯
死
さ
せ
て
し
ま
う

事
も
あ
る
と
か
。
写
真
は
出
石
ー

駅
よ
り
長
浜
大
橋
を
望
む
海
苔

増
殖
施
設
(
栗
一
ゐ
撒
布
)
状
況

出
和
三
十
二
年
十
二
月
二
十
六

日
午
時
五
時
突
如
と
し
て
、
此

の
世
を
去
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

す。黒
川
さ
ん
は
明
治
三
十
年
七
月

八
日
新
知
郡
橘
村
に
生
を
一
享
け

ら
れ
、
大
正
六
年
よ
り
当
町
に

於
て
、
製
材
業
を
経
営
せ
ら
れ

特
に
商
才
に
勝
れ
た
方
だ
け
あ

っ
て
、
家
業
は
順
調
に
拡
張
発

展
の
一
途
を
辿
っ
て
参
り
ま
し

た
事
は
、
勤
勉
努
力
の
賜
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

黒
川
さ
ん
の
豊
富
な
る
知
識
と

非
凡
な
る
手
腕
は
、
認
め
ら
れ

て
、
昭
和
十
七
年
五
月
町
会
議

員
に
選
ば
れ
、
町
政
に
参
与
せ

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

就
中
昭
和
二
十
九
年
七
月
よ
り

町
村
合
併
の
議
が
持
ち
上
る
や

j 

、
合
併
虚
業
委
員
と
し
て
活
躍

せ
ら
れ
難
関
の
令
併
も
、
各
地

区
議
員
と
良
く
提
携
し
て
、
推

し
進
め
た
の
で
ら
り
ま
す
。

合
併
当
初
の
議
員
選
挙
に
は
最

高
の
得
票
に
て
当
選
せ
ら
れ
、

衆
望
自
ら
黒
川
さ
ん
に
帰
し
、

副
議
長
の
要
職
に
就
任
せ
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
議
長
と
共
に
、
一
致
協

力
し
て
、
合
併
当
初
の
議
会
運

営
を
、
ス
ム
ー
ス
に
軌
道
に
乗

せ
し
め
た
、
手
腕
力
量
は
特
筆

す
べ
き
事
蹟
で
あ
り
ま
す
。

黒
川
さ
ん
の
死
に
依
っ
て
議
会

は
、
一
沫
の
淋
し
き
を
感
ず
る

次
第
で
あ
り
、
弦
に
弔
意
を
表

し
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
致
し

ま
す
。

マ
出
生
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十
二
月
届
出
分
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長弱と J定多梢 人 l乙 月期比 いくつ然処はり続ものて行てか ともと当を成ま y
枝まか四にくは二つ多二中は較ー勢。男て増ま本:多豊限枯 ti:く勢ら三四良なマり施にす〉
のる〈、重務全、てく、匂単的新定 定之)で郡い作ら死結様定今年、いるグーす関が
発ば強樹}，え理部今か結ー~ <充梢方 を等依行としとぬと巣にも年連整。のネ五代連本
生か勢形をし残年ら果部 初実の法 実のつつし昨はか言部なとは続枝 で νtりが成
がり定、に置てし度実しに めし発 施問ててて年言らう位りか又の勢 苦ユ二に大分
多がにとく行反不施た於 てて生 せ題今いは度えた事の、く不豊定 土 10苦きは
く部なら)く面作す所て 良いも ねを年な豊の新とに上そ軽作作 石ム貫土い葉
、分りわ (成のるは昨 いる多 ば解はい作結梢えな昇れくをと 灰の施石の緑
生的樹れ 問り園。三年 。のい な決息。と果も三ら、がも心言 を施用灰で素
理な勢る!引房は 月極 (でし らすい(言量か年ぬ下ひっ配う 施肥すを石の
作徒がと 努を新 に端 二時叉 なベ切白うでな連と校いてじ事 すにる反灰生

け時 位で第所 上で よ援校 数き出両嘩き手か方面か関 突の 様くく来光が用
更にののとーよ⑪不あ主り木のお確、来者にく、らがかく係幼 O施如五にに之る線枯に
取三所り主り二便る幹切部構一保特るを行影下二良ら多上木幼しく、す結にだをれ惑
につ年に第校三年でがのるよ成年の別だ考ゲ響手 iい見肥発期木て密事事る果はけ当上影

ィて'_J而た生取二は本日ああ短事り上生為不けえ必ずは四がれを育聞記か植定 。校主薬てら響
----1込主かる、地のにるまい 八出の残用誘る要る将年、ば要量は整ら闘を や校はるなを
各校らと第上主八。り程 寸来植しな引とがの来問反到すも葉枝努は行、 緑、多様い起
主はは良三五校寸 低樹 iる付て枝に幼あでのの面定る少数 定必う 伎亜くに様す
校出二い、寸を i い勢 ーだ当お以重木る可WJ整植はのなが をず前 を主置す中の
を来年。は位取ー とは 尺け時く外点の、成定枝付しでく少 行間に 付校くれ心で
揃る生 ーのる尺 作良 の低は毒事はを聞こりにのけなこ、な う伐前 けの程ば部大
えだの 尺所がの 業好 所く主 葉置はの了大上ていのとい 。を述 る近良出迄校

ZZZ誌馬春⑮?ミ敷共Z-Z需ミ一、は雲量?芸誌堤現実五対誘持主急毒長
く期弱が度鈴馬-+1-突い草の 。、はのか、 ででプ、全経在施、 冬引べ端は度はに
なもい発!薯鈴百官施な、他 憶す関ら気 あはノレた部済は 春 期はくを出の少す
っ雪作芽六は薯り M すい防 蒸ま係実湿 る春のど夏面作 季 の唯持少釆切しる
て害物後度冷 る所寒 期しも施は 、季如伊季よ業青誘発つしる返角。
か.で雪位涼 ヌ主主。はは 問たあし八 実のく予にりの 酸 引育て切だし度そ
ら霜あやでな オミ 出ー はいる春度施爆薬柑実考能 瓦 も期行るけををれ
植害つ霜蔚気 来月 三。の季以に蒸害、施え主将斯大間く様直行広に
付のてに芽候 るに 十での上当のの八して殺;腐切だ。に立いめは
け心憶はをを だ実 分今薬につ方多さて本虫蒸でけ しせ弱、強

ト十る_{i日付非始好 け施 と 月剤なてがいく居方効のあで 揃しい或い

~ Iい わが適 密ーと O株 そ灰植 と使ならる不割種量 事 f
た馬肥け伸当植植極本かO問植砲のを種え極小中大す種いく初と経合薯に種種中海植が f
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